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 このままでいいのか、杉戸町！  

場庁舎建て替え案！  窪田町長は、町長選の公約として、①中核病院の誘致、②下野久喜線の建設、③大学農

学部の誘致、④給食費の無償化を掲げて当選しました。就任して 2 年が経ち、町長の任期も

折り返し地点を迎えましたが、その公約は現在どうなっているのか、検証していきます。 

まず、病院誘致の前提として、基準病床数の問題があります。地域にその数が割り当てられ

ており、そもそもこの地域には基準を超える病床数がありました。そのため、病院の誘致とい

うのはほぼ不可能です。新たに基準が定められましたが、やはり、病床数の問題により、病院

の誘致が困難になったとの答弁がありました。 

そもそも町長は本当に病院が誘致できると思っているのか、そして、 

どれだけ多くの人が必要とし、どんな効果があり、どれだけの費用が 

かかるのかを調査もしていません。また、関係機関との調整も整って 

いません。取り組みに関しても熱を感じるものではありませんでした。 

 病院誘致できないのは、公約違反ではないのかという質問に対し、 

事業内容を変更するので違反ではないという答弁しています。 

公約① 中核病院の誘致 

⇒ 県の計画に入らず、誘致断念！！ 
 

建設を決めてから交通量調査などを行っています。順序が逆だと個人的には思うわけです。 

また、この事業には 億円もの費用が必要で、橋梁の問題もあり、久喜市の協力は必要不可欠で

す。しかし、久喜市の財政が厳しいと様々な報道がされ、梅田久喜市長は 

6月議会で当事業に対し、「完成が 30年先、40年先になるかもしれない」 

と消極的な姿勢を見せています。 

この件について質疑に、窪田町長は、根拠も示さず、「久喜市の協力は 

必ず得られるからこの事業を進める」との一点張りです。ちなみに、既に 

5千万円以上の予算がこの事業に使われています。 

公約② 下野久喜線の建設 

⇒ 本当に久喜市の協力が得られるのか？ 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、6月議会、9月議会ではさらに１つの問題が… 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上のように、窪田町長が掲げた 4 つの公約は、現在、そのほとんどで実現の目途が経っていま

せん。また、令和 5 年度の実質単年度収支が 5 億円の赤字になるなど、厳しい財政状況となってい

ます。引き続き、町政の動きをチェックし、町民のみなさんにお伝えしてまいります。 

現在、この公約に関して、発表できるものは何もなく、「情報収集に努めている」という答弁し

か町長はしていません。 

窪田町長が当初誘致を構想していた大学は、26年度に「食農学部」を千葉県市原市に開設する

ことを明らかにし、その準備をすすめています。同じ大学が「農学部」を開設するということは

一般的には考えられません。このことを質疑しましたが、「まだ（誘致できる）可能性がある」と

町長は答弁しています。また、どのような情報収集をしているかも不明です。 

 

公約③ 大学農学部の誘致 

⇒ いつまで続くのか、情報収集！！ 
 

 年 月より第 3子以降の無償化は始まりました。それ以外にも、物価高騰分として一食 円を

補助していますが、この発端は国の交付金の活用です（現在は町負担）。さらに、このことを窪

田町長は「一部無償化」と表現しています。しかし、この表現は誤解を与える表現であり、正し

くは「一部負担」です。誤解を与える表現は慎むべきです。 

また、給食費の無償化には、賄い材料費 1億 7千万円が必要と 

なりますが、町長はこの公約を掲げるにあたり、この財源の見込 

みをたてないままこの公約を掲げたことが明らかになっています。 

 

公約④ 給食費の無償化 

⇒ 第 3子無償化開始、「一部無償化？」それ以降は…？ 
 

杉戸町には、下野地区（昌平高校周辺）に「高野砂丘」と呼ばれる全国的にも珍しい河畔砂

丘が広がっています。既に、八幡神社や下野の森は貴重な資源として、平成のときに県天然記

念物として指定をうけています。本年 2月、その周辺も県天然記念物として追加指定するため

に、県教育委員会はその同意を求めましたが、 

「下野久喜線の建設に影響があるかもしれない」 

と、町長はその指定を辞退しました。 

現場は、道路の予定地から一定の距離があり、 

また、教育長や教育委員会も説得をしましたが、 

町長はそれをきくことはありませんでした。 

そのことを重くとらえ、すぎと環境会議が 

「辞退判断の撤回及び追加指定の同意を求める件」 

の請願を提出し、賛成 11・反対 3（太田・市毛・濱田） 

で採択しました。 

県の天然記念物追加指定を独断で辞退！ 

⇒ 決定の撤回、追加指定の同意を求めた請願議会採択！！ 
 


